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シンチレータは、不可視な放射線を紫外可視光に量子エネルギー変換する蛍光体の一種であり、核

医学、セキュリティ、資源探査、宇宙、素粒子物理などの広範な分野で応用されている。これまでの

シンチレーション検出器において、大半は単結晶が用いられてきている。一方、蛍光体一般に目を転

じてみると、組成や賦形性といった自由度の大きなガラス (アモルファス) も広く利用されている。ガ

ラスの放射線計測利用は、これまで中性子検出用の Li-glass シンチレータ [1] と、個人被ばく線量計

用の Ag 添加リン酸塩ガラス [2] に限られており、今後の材料探索の余地が大きな分野であると言え

る。本研究においては、Si を主成分とし、 Ce を発光中心として加えたガラスの光学およびシンチレ

ーション特性を評価した。 
サンプルは、Ce を添加した 34Li2O-5MgO-10Al2O3-51SiO2 

の化学組成を持つガラスであり、京都大学化学研究所にて

急冷法にて作製した (ID 1 とする)。9 × 9 × 2 mm3 に加

工し、上下面を光学研磨した。その後、九州工大にて光学

特性 (透過、PL、PL 蛍光寿命) およびシンチレーション特

性 (X 線励起発光スペクトル、シンチレーション蛍光時定

数、波高値スペクトル)、さらには欠陥挙動を観測するため

に熱蛍光グローカーブを計測した。また発光の起源を探る

べく、京都大人環科において、PL 温度依存性の計測も行っ

た。シンチレーションの計測においては、既存かつ組成の

近い、サンゴバン社の Li-glass (GS20) シンチレータを比較

用として用いた。 
図 1 には、X 線励起シンチレーション発光スペクトル

を示す。市販の Li-glass に比べ、作製したサンプルの発光

は弱く、またやや長波長側にシフトしていた。図 2 には

シンチレーション蛍光減衰時定数の様子を示す。同じ時間

レンジで比較したところ、作製したガラスは、大幅に高速

になっていることが分かった。組成に Li を含有している

ため、252Cf の中性子を照射し、波高値スペクトルから発

光量を導出したところ、市販の Li-glass の約 10% 程度で

あることが分かった。 
本講演においては、これらの放射線応答特性を光学特性

と比較しつつ、議論する。 
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図 1 X 線励起シンチレーション発光
スペクトル。 

図 2 シンチレーション蛍光寿命プ

ロファイル。 
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